
『なぜ、FCアーレはリフティングの回数に拘るのか？』 

 

 

なぜ FCアーレでは、リフティングテストを月に１回実施して、個々の記録を表彰してき

たのかをお話ししたいと思います。 

 

回数を増やすためには・・・？ 

サッカーボールに沢山触る機会が必要。 

練習する機会を持つためには・・・。 

自ら時間を作る必要がある。 

練習会の始まる前、後、又は練習会以外の時間に自ら時間を作る etc 

練習する場を自分で作り、自分で目標を設定する。 

サッカーの基礎として、大事なリフティングです。 

いろんなリフティングの技がありますが、アーレは一番オーソドックスな「回数」に拘

ることで、子どもたちで回数を競いあうことができ、回数で順位がしっかりと表わすこと

ができます。 

 

「リフティング」は、自分の目標回数によって頑張る気持ちを育み、自分より回数がで

きる仲間の頑張りを認めることができ、子どもたち自信の行動から大きく成長できると考

えます。 

 

 

リフティングのチャレンジ『フロー』 

 

練習する場を自らつくる ⇒ 練習する ⇒ ボールの感覚が養われる ⇒ 少しずつ

回数が増える ⇒ 目標の回数を設定しだす ⇒ 目標のリフティング回数ができるよう

になる ⇒ 自分に自信がつく ⇒ 個人のスキルがアップする ⇒ 上手くなることで

いろんな人たちに自分が認められる ⇒ 努力することで結果がでることに気づく ⇒ 

チャレンジ精神が育まれる ⇒ 自分でチャレンジの場をつくる ⇒ アピールする機会

ができ様々な経験ができる ⇒ 結果「自分自身の様々な行動や警官から大きく成長する

ことができる」 

 

 

小学生年代の指導の場面を今まで多く見てきましたが、指導者が子どもたちに「どうしろ！

こうしろ！」と教え込む指導の場面を良く見ます。 

この指導はどうなんでしょう？言われたとおりにプレーすることが良いと思い、指導者に



言われたようにプレーします。言われないとできない選手へ・・・。 

こんな指導に私は疑問を持ちます。 

子どもたちが個々に頑張った成果をしっかりと表彰し認めてあげる機会として、これから

もリフティング回数に拘り、テストを実施していきたいと思います。 

 

 

代表 設楽 力 

 

 

 

 

 

 

T6クラス渡辺望祥くん（小学５年生）の例として 

 

８月１０日（日）に実施した月に一度のリフティングテストで、彼は「４１６１回」リ

フティングを落とさずにやりました。 

彼は１０年間のアーレの歴代記録１位保持者ですが、さらに記録を更新しました。リフ

ティングの時間は４２分間です。１０分間で１０００回のペースです。 

私が今回、回数を数える担当でしたので、この４０分間の様子を良く見ていました。 

何回も落としそうになる場面がありましたが、集中して安定したリフティングに戻し、

最後は集中力が切れてしまったようなボールの落下でした。 

彼の顔つきはものすごく集中している状況で、５年生の子どもの集中力として素晴らし

いものがありました。 

リフティング回数は自分で目標を持ち、チャレンジする姿勢がないと回数を増やすこと

ができず、また回数に拘る気持ちも持てません。 

上記で述べたように、リフティング回数に拘ることで得られる成長を彼が証明してくれ

ているようで、今後の成長が楽しみです。 
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